
フードバレーとかちロゴマーク使用管理要領 

 

 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、フードバレーとかち推進協議会（以下「協議会」という。）がフード

バレーとかちロゴマーク（以下「ロゴマーク」という。）の使用に関し、必要な事項を定

めるものとする。 

 

（目的） 

第２条 ロゴマークの使用は、フードバレーとかちの取り組み周知や認知度向上、十勝産

食材の見える化による十勝の食の PRなどを通じ、フードバレーとかちの推進を図ること

を目的とする。 

 

（ロゴマークに係る権利） 

第３条 ロゴマークの著作権及び商標権は帯広市に帰属する。 

２ 帯広市と協議会との利用許諾契約により、ロゴマークの利用権は独占的に協議会に許

諾し、ロゴマークの使用許諾の権利処理はフードバレーとかち推進協議会会長（以下「会  

長」という。）が行う。 

 

（使用の申請） 

第４条 ロゴマークの使用を希望するものは、フードバレーとかちロゴマーク使用許可申

請書（様式第１号）（以下「使用許可申請書」という。）に必要事項を記入の上、会長に

申請するものとする。 

  ただし、ロゴマークを商用に使用することを希望する場合は、次条に規定する要件を

全て満たすこととする。 

 

（商用使用の要件） 

第５条 ロゴマークの商用の使用を希望するものは、以下の各項を全て満たすこととする。 

２ 「フードバレーとかち応援企業（プレイヤーズ）」の登録を行った者のみが申請を行う

ことができるものとする。 

３ 商用の使用は、十勝産食材のＰＲに資する場合に使用できるものとする。 

４ ロゴマークの商品及びそのＰＲ資材への使用申請の際には、次の各号に定める書類を

使用許可申請書に添付して提出することとする。 

（１）見本画像（商品については使用している十勝産食材をわかりやすく表示している

もの、ＰＲ資材についてはそのデザインがわかるもの） 

（２）商品に表示している使用食材について、原材料に十勝産食材を使用していること

が確認できる書類。 

（３）前号の使用食材にかかる証明の書類が付けることができない場合については、商

品に使用されている複合原材料について明らかにした書類。 

５ ロゴマークの飲食店メニュー及びそのＰＲ資材への使用申請の際には、次の各号に定

める書類を使用許可申請書に添付して提出することとする。 

（１）見本画像（飲食店メニューについては、提供するメニューが記載されているメニ

ュー表及びそのメニュー画像、ＰＲ資材についてはそのデザインがわかるもの） 

（２）飲食店メニューについては、表示している使用食材について、原材料に十勝産食



材を使用していることが確認できる書類。 

（３）前号の使用食材にかかる証明の書類が付けることができない場合については、商

品に使用されている複合原材料について明らかにした書類。 

 

（使用の許可） 

第６条 会長は、使用許可申請書の提出があった場合、使用の可否について審査を行い、

適当であると認められる場合には、これを許可し、フードバレーとかちロゴマーク使用

許可書（様式第２号）（以下「使用許可書」という。）を申請者に対し交付するものとす

る。 

  ただし、商用の使用許可申請があった場合には、会長は、使用許可申請書の記載内容

及び添付資料を確認の上、「フードバレーとかち商標使用審査委員会（以下「審査委員会」

という。）」で適当であると認められる場合に限りこれを許可し、使用許可書を申請者に

対し交付するものとする。 

２ ロゴマークの使用が、次の各号のいずれかに該当すると審査で判断された場合は、原

則として会長はこれを承認しない。 

（１）特定の個人または団体の売名に利用される場合 

（２）不当な利益をあげるために利用される場合 

（３）ロゴマーク制定の趣旨や、フードバレーとかちの推進を妨げる恐れのある場合 

（４）申請者が暴力団員または暴力団関係事業者である場合 

（５）申請内容に虚偽があると認められる場合 

３ ロゴマークを商用に使用する場合は、前項の各号に掲げるものに該当しない場合であ

っても、次の各号のいずれかに該当すると審査で判断された場合は、原則として会長は

これを承認しない。 

（１）ロゴマークを添付することで十勝産食材のイメージを損なうおそれがある場合 

（２）十勝産食材の使用がきわめて少量であり、申請のあった商品において、ロゴマーク

の表示をすることにより消費者に誤解を与える懸念があると判断される場合 

（３）消費者の利益を害するおそれがある場合 

（４）特定の政治、思想、宗教の活動に利用されるおそれがある場合 

（５）景品表示法等の法令又は公序良俗に反するおそれがある場合 

（６）ロゴマークをデザインしたＰＲ資材を十勝産食材の活用をしない事業者や、フード

バレーとかち応援企業未加入の事業者に対して販売や貸与するなど、目的や使用ルー

ルから外れた利用となるおそれがある場合 

（７）その他承認することを審査委員会が不適当と認めた場合 

 

（使用料金） 

第７条 使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、無償でロゴマークを使用で

きるものとする。 

 

（使用上の遵守事項） 

第８条 使用者は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

（１）使用できるデザインパターン及び表示方法は別表１のとおりとする。 



（２）ロゴマークは協議会より提供されたデータを使用する。 

（３）ロゴマークは許可された使用目的のみに使用する。 

（４）ロゴマークは、無断で使用してはならない。 

（５）ロゴマークと誤認される類似の文字の使用、または商標登録の出願をしてはなら

ない。 

（６）ロゴマークの使用を許可された者は、他人に使用権を譲渡、又は貸与することは

できない。 

（７）使用者は、関係法規を遵守するとともに、ロゴマークの信用を失墜させることの

ないように努めなければならない。 

（８）ロゴマークを添付した商品については、使用している十勝産食材は消費者にわか

りやすく表示する。 

 

（変更の届出） 

第９条 ロゴマークの使用者は、申請内容に変更が生じた場合は、フードバレーとかちロ

ゴマーク使用許可変更申請書（様式第３号）により、すみやかにその変更内容を会長へ

届け出るものとする。 

２ 会長は、前項に規定する申請書を受理した場合、その内容を審査し、適当と認めると

きには、フードバレーとかちロゴマーク使用変更許可書（様式第４号）を交付するもの

とする。 

 

（使用許可の取消） 

第１０条 会長は、次のいずれかに該当する場合は、ロゴマークの使用許可を取り消すこ

とができる。 

（１）第６条第２項及び第３項の各号のいずれかに該当していると認められた場合 

（２）第８条に規定する事項を遵守せず使用していると認められた場合 

（３）その他、会長が取り消すことが必要と認める場合 

 

（事故、苦情の処理） 

第１１条 ロゴマークを使用した商品等に係る事故、苦情が発生した場合は、使用者が使

用者の責任の下に処理しなければならない。 

 

（調査及び報告） 

第１２条 会長は、使用者に対しロゴマークの使用状況等について、調査することができ

るものとする。 

２ 使用者は、会長から前項の調査を求められた場合、商品及び飲食店メニューについて

はロゴマークを使用している商品及び飲食店メニューの内容を、ＰＲ資材についてはそ

の内容及び販売・配布先のすべてを記録し、その内容を報告しなければならない。 

 

（その他） 

第１３条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この要領は、平成２７年６月１日から施行する。  



別表１（第８条関係） 

１．使用できるデザインパターンは以下のとおりとする。 

デザインパターン 

①             ② 

 

 

 

 

②                 ④ 

 

 

 

 

２．ロゴマークの一部のみを使用したり、変形したり他の図形と重ねて使用することはで

きない。 

 

３．ロゴマークの表示色は、指定色及び単色とする。なお、これらの色のほかに、指定色

を白黒印刷したものも可とする。 

※ ロゴマークの表示色 

・ カラーで使用する場合、指定色以外での使用不可 

・ ロゴマークのバランス、レイアウトの変更使用不可 

（C（シアン）100％、M（マゼンダ）60％、Y（イエロー）100％） 

（C（シアン）0％、M（マゼンダ）35％、Y（イエロー）100％）   

 

４．使用サイズについては問わないが、縦横比率を変更した使用は認められない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.0 
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20.0 
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20.0 
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様式第１号 

平成  年  月  日 

 

フードバレーとかちロゴマーク使用許可申請書 

 

フードバレーとかち推進協議会 

会 長  米 沢 則 寿 様 

住所                

氏名              ㊞ 

 

 

フードバレーとかちロゴマーク使用管理要領（以下「要領」という。）に従い、フードバレーとかち

ロゴマーク使用の許可について、以下の内容のとおり申請します。なお、フードバレーとかちのロゴマ

ークの使用にあたっては、要領第８条の内容を遵守します。 

 

 

記 

 

 

１ 使用目的 

 

２ ロゴマークを使用

する商品名（広告物等の

場合は使用場所） 

 

 

３ 使用期間 

年    月から    年   月まで    
 
※ 商標の有効期限は「平成 36年 2月 20日」までとなっておりますので、商
用で使用する場合は、これを超える期間の使用申請は出来ません。 

４ 使用数量等 

 

（印刷物にしようする場合は印刷枚数） 

５ 使用希望 

  ロゴマーク 

使用を希望するロゴマークに○をつけてください。 

 

       カラー    ・    モノクロ 

 

５ 参考資料 

ロゴマークを使う際の企画書・図案など使い方がわかる資料を添付

してください。 

商品等に使用する場合にはその原材料がわかる書類を添付してくだ

さい。 

６ 担当者連絡先 

職氏名 

 

ＴＥＬ 

E-mail 

 

 

 

                  



様式第２号 

 

フ ー ド 第   号 

平成  年  月  日 

 

           様 

フードバレーとかち推進協議会 

会  長   米 沢  則 寿 

 

 

 

 

フードバレーとかちロゴマーク使用許可書 

 

 

 平成  年  月  日付で申請のあったフードバレーとかちロゴマークの申請について、次のと

おり使用を許可します。 

 

 

 

記 

 

 

  １．使用目的 

 

 

  ２．使用期間   平成  年  月  日から平成  年  月  日まで 

 

 

  ３．場所・数量等 

 

 

  ４．その他  決定内容について、変更があった場合は速やかにフードバレーとかち推進協議会       

事務局へ連絡し、フードバレーとかちロゴマーク使用許可変更申請書（様式第３号）

を提出すること。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第３号 

平成  年  月  日 

 

フードバレーとかちロゴマーク使用許可変更申請書 

 

 

フードバレーとかち推進協議会 

会 長  米 沢 則 寿 様 

住所             

氏名             

 

 

次のとおり、使用許可を受けたフードバレーとかちロゴマークの使用について、変更したいので申請

します。 

 

記 

 

   

 変更前（許可された内容） 変更後（申請内容） 

１ 使用目的 
  

２ ロゴマークを使用

する商品名（広告物等

の場合は使用場所） 

 

 

 

３ 使用期間 

 年  月から  年  月まで 

  
※ 商標の有効期限は「平成 36年 2月 20
日」までとなっておりますので、商用で
使用する場合は、これを超える期間の使
用申請は出来ません。 

 年  月から  年  月まで 

  
※ 商標の有効期限は「平成 36年 2月 20
日」までとなっておりますので、商用で
使用する場合は、これを超える期間の使
用申請は出来ません。 

４ 使用数量等 

 

 

（印刷物にしようする場合は印刷枚数） 

 

 

（印刷物にしようする場合は印刷枚数） 

５ 使用希望 

  ロゴマーク 

 

 

  カラー  ・   モノクロ 

 

 

 

カラー  ・   モノクロ 

 

５ 参考資料 

ロゴマークを使う際の企画書・図案など使

い方がわかる資料を添付してください。 

商品等に使用する場合にはその原材料がわ

かる書類を添付してください。 

 

ロゴマークを使う際の企画書・図案など使

い方がわかる資料を添付してください。 

商品等に使用する場合にはその原材料がわ

かる書類を添付してください。 

６ 担当者連絡先 

職氏名 

 

ＴＥＬ 

E-mail 

 

 

 



 

様式第４号 

 

フ ー ド 第   号 

平成  年  月  日 

 

           様 

フードバレーとかち推進協議会 

会  長   米 沢  則 寿 

 

 

 

 

フードバレーとかちロゴマーク使用変更許可書 

 

 

 平成  年  月  日付で申請のあったフードバレーとかちロゴマーク使用許可変更申請につい

て、次のとおり使用の変更を許可します。 

 

 

 

記 

 

 

  １．使用目的 

 

 

  ２．使用期間   平成  年  月  日から平成  年  月  日まで 

 

 

  ３．場所・数量等 

 

 

  ４．その他  決定内容について、変更があった場合は速やかにフードバレーとかち推進協議会 

 

        事務局へ連絡すること。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


